
平成２８年１１月 ４日 

 

お知らせ 

資料提供先 鳥取県政記者会   

   鳥取市政記者クラブ 

 

違反車両撲滅のため取締りの強化 

【第８回】特殊車両の指導取締りを実施します！ 
 

 

道路を通行する大型トレーラ等の特殊車両については、道路構造の保全や交通安全の

ため、通行に際し道路管理者の許可が必要です。 

しかし、無許可や違法な状態で走行している車両が多く見受けられるため、特殊車両

の指導取締を継続的に実施し、これらの車両について、適正な運行がなされるように指

導取締を実施しますのでお知らせします。 

平成２６年５月９日に策定された「道路の老朽化対策に向けた大型車両の通行の適正

化方針」に基づき、国民の財産である道路を極めて大きく傷める重量超過の悪質違反者

には厳罰化を、適正に道路を利用して物流を支える方にはより使いやすくといったメリ

ハリの効いた取り組みを進めています。（別添（参考）） 

詳細：国土交通省ＨP（http://www.mlit.go.jp/report/press/road01_hh_000420.html） 

    

 ○日  時 ： 平成２８年１１月８日（火）１４：００～１６：００  

※雨天等の場合には、当日１１：００時点の判断で延期 

することがあります。（予備日：１１月１０日（木）同時刻） 

※当日は鳥取運輸支局が実施する自動車の街頭検査と 

合同で行います。 
 

○実施場所 ： 一般国道９号（下り）八束水チェーン着脱場 

（鳥取市気高町八束水地内 別紙位置図参照） 

  

○協  力 ： 鳥取県浜村警察署 

                                       

○留意事項 ： 取締りに関する報道の解禁は、取締日の１６時とさせていただきます

ので、ご協力をお願いいたします。当日の取材は可能です。 

        雨天等により指導取締りを中止する場合がありますので、取材を希望

される場合には、事前に下記まで連絡をお願いします。 

 

問い合わせ先 

国土交通省 中国地方整備局 鳥取河川国道事務所 

ＴＥＬ ０８５７－２２－８４３５（代表） 

        副所長（道路）   姫村
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指導取締り実施日の１６時解禁 

鳥取河川国道事務所 
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※掲載の写真は、取締りの状況写真であり、車両は
違反車両ではありません。 

取締状況及び結果 

無許可 許可証不携帯 通行条件違反

７　回 ３０　台 １６　台 １４　台 １３　台 ０　台 １　台

違反内訳
実施回数 確認台数 違反台数法令遵守

◎昨年度の取締り結果 

３ 

  取締り路線：鳥取自動車道・国道９号・２９号・５３号 

無許可には、許可を取っていても許可された車両諸元（車両寸法・重量）を超えているものや、
許可された経路以外を通行しているものを含む。 



○道路法１０２条（無許可）により、１００万円以下の罰金等

（参考）悪質な重量制限違反者への告発（レッドカード）について

０．３%の重量を違法に超過した大型車両※が道路橋の劣化に与える影響
は全交通の約９割を占め、一部の違反車両が道路を劣化させる主要因と
なっている。

軸重２０トン車が道路橋に与える影響は、軸重１０トン車の約４，０００台に相当

背 景

※車両総重量20tを超える違反車両

自動計測装置
（全国39箇所に
設置）のデータ
から試算

【図 道路橋の劣化に与える影響】

告発対象者の条件

基準の２倍以上の重量超過の悪質違反者に厳罰化⇨現地取締りで違反を確認した場合は告発(ﾚｯﾄ゙ｶーﾄ゙）

告発による罰則

◆車両総重量が「基準×２」以上の車両

なお、特車通行許可車両は、「基準×２＋（許可総重量－基準）」

○車両総重量の一般的制限値（国管理道路は最大２７ｔ）を基準とし、下記に該当する場合には、当該総
重量違反の事実をもって告発（レッドカード）の対象とします。（基準については、車両制限令第３条並びに
車両の通行の許可の手続き等を定める省令第１条及び第１条の２に掲げる表中のうち該当する総重量による）

27t

基準＝一般的制限値２７ｔ（セミトレーラ連結車（バン型）の例）

27t基準×２＝５４ｔ

レッドカード条件：「総重量54t以上」○無許可のセミトレーラ連結車（バン型）でのレッドカード例

※なお、車両総重量が基準の２倍に達しない場合にあっても、車両総重量違反が現認された場合には、積載物の軽減措置、通行の中止
等を命ずるとともに、是正指導等が行われることがあります。また、常習的に違反が行われていることが確認された場合にあっては、
現行通達に基づいて告発の対象になることがあります。

※ 車両制限令第３条第２項に定める｢特例５車種｣以外の車両に係る一般的制限値（基準）は、最大２５ｔ






